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小林化工の製造販売の製造・出荷停止に伴う対応について 

 

平素より本会会務の推進にご協力をいただき心より御礼申し上げます。 

今回の小林化工株式会社(以下、小林化工)が製造する経口抗真菌剤「イトラコナゾール錠

50「MEEK」」にベンゾジアゼピン系睡眠剤が混入していた問題に関しましては、小林化工

が自社で製造・販売している医薬品及び外部企業が小林化工に製造委託している医薬品の

再検査に伴う販売停止が既に発表されております。 

今般、小林化工の自社製品はもとより製造販売・販売委託に関与するMeijiSeika ファル

マ株式会社（43品目）、エルメッド株式会社(74品目、日医工の傘下、以下、エルメッド)が自社名

称で販売する医薬品ついて出荷停止とした旨、日本ジェネリック製薬協会（ＪＧＡ）より連

絡がありました。 

加えて、本件の重大性から、多くの医療機関・薬局において他社製品への切替が検討さ

れており、後発医薬品全体の流通が滞る事態に発展しております。 

会員各位におかれましても、該当法人の製造する製品に対する不信感や安定供給に対す

る懸念により対応策に苦慮されていることと推察致します。 

このような状況を踏まえて、当会では、毎年実施している「地域医薬品実態調査事業」

のデータを参考に、同成分の他社後発医薬品における都内会員薬局の使用上位品目リスト

(添付資料参照)を作成しました。今後、他社製品を選択・購入する際の参考資料として活用し

ていただければ幸甚です。 

なお、当該資料は、今回の流通に対する不安等で他社製品に切り替える場合のあくまで

も参考資料であり、今般の事例該当製薬企業が製造発売する製品をすべて切り替えること

を目的としたものではないことを申し添えます。 

 

 


